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独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）

九
州
病
院
（
以
下
、
当
院
）
の
前
身
で
あ
る
九
州
厚
生
年
金

病
院
は
、
１
９
５
５
年
に
日
本
で
３
番
目
の
厚
生
年
金
病
院

と
し
て
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
の
黒
崎
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
は
整
形
外
科
を
主
体
に
、
内
科
・
外
科
の
３
科

90
床
の
病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
徐
々
に
診
療
科
を
増
や

し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に
現
在
の
地
に
移
転
し
、
そ

の
後
も
手
術
室
の
増
室
や
集
中
治
療
室
の
増
床
な
ど
、
診
療

機
能
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
に
病
院
管
轄

機
構
の
移
管
に
伴
い
、
現
在
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
九
州
病
院
へ
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
に
は
開
設
70
年
を
迎
え
、
48

診
療
科
・
５
７
５
床
の
北
九
州
西
部
地
区
に
お
け
る
高
度
急

性
期
・
専
門
的
医
療
を
中
心
と
す
る
基
幹
病
院
と
し
て
の
役

割
を
担
い
続
け
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
当
院
整
形
外
科
は
九
州
大
学
整
形
外
科
の
関
連
病
院
の
１

つ
で
あ
り
、
現
在
、
10
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
脊
椎
疾
患
、
関
節

疾
患
（
特
に
股
関
節
、
膝
関
節
）
及
び
外
傷
を
中
心
に
、
手

術
を
主
と
し
た
急
性
期
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

３
年
度
の
手
術
件
数
は
８
９
５
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
人
工

股
関
節
全
置
換
術
（T

otal H
ip A

rthroplasty

：
Ｔ
Ｈ
Ａ
）

は
１
１
８
件
施
行
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

要
旨
：
近
年
、
人
工
股
関
節
全
置
換
術
に
お
け
る
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
、
特
に
カ
ッ
プ
の
正
確
な
設
置
を
目
的
と
し
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
支
援
手
術
が
広
く
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
当
院
で
はA

R 
H

ip

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
が
、
そ

の
使
用
に
お
い
て
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
最
重
要
ス
テ
ッ

プ
の
１
つ
と
位
置
付
け
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
を
最
大
限
有
効
活
用
す
る
た
め
の
Ｃ
ア
ー
ム
を
併
用
し

た
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
証
・
修
正
方
法
と
、
こ
の
手

技
に
よ
る
カ
ッ
プ
設
置
精
度
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

設
置
精
度
を
追
求
し
た
当
院
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
併
用
Ｔ
Ｈ

Ａ
の
創
意
工
夫
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｈ
Ａ
は
“The operation of the century

”
と

Lancet

誌
に
掲
載
さ
れ１

、
20
世
紀
で
最
も
成
功
し
た
整
形

外
科
手
術
と
も
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
い
除
痛
効
果
に
加
え
、

関
節
可
動
域
や
脚
長
差
の
補
正
な
ど
も
可
能
で
あ
り
、
変
形

性
股
関
節
症
を
は
じ
め
と
す
る
股
関
節
疾
患
を
抱
え
る
患
者

に
大
き
な
福
音
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
代

に
英
国
で
現
在
の
人
工
股
関
節
シ
ス
テ
ム
の
原
型
と
も
い
え

る
概
念
が
考
案
さ
れ
、
そ
の
後
も
材
料
工
学
の
進
歩
に
伴
う

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
改
良
や
手
術
手
技
の
進
歩
に
よ
り
、
現
代

の
Ｔ
Ｈ
Ａ
で
は
20
～
30
年
以
上
の
耐
久
性
も
期
待
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
か
つ
て
は
60
歳
が
目

安
と
さ
れ
て
い
た
手
術
年
齢
の
下
限
も
低
年
齢
化
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
２
年
度
は
国
内
で
年
間
約
８
万
件
の
Ｔ
Ｈ
Ａ
が

施
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
症
例
数
は
毎
年
増
加
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｈ
Ａ
に
は
い
く
つ
か
の
手
術
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、
か

つ
て
は
股
関
節
後
方
の
筋
腱
を
切
離
し
て
関
節
に
進
入
す
る

後
方
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
で
し
た
。
２
０
１
２
年
度
の
日
本

人
工
関
節
学
会
の
資
料
に
よ
る
と
、
後
方
ア
プ
ロ
ー
チ
が
50

％
を
占
め
、
次
い
で
側
方
ア
プ
ロ
ー
チ
が
34
％
、
前
方
ア
プ

ロ
ー
チ
は
わ
ず
か
15
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

10
年
後
の
２
０
２
２
年
度
の
同
学
会
の
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
デ
ー

タ
で
は
、
後
方
ア
プ
ロ
ー
チ
は
32
％
、
側
方
ア
プ
ロ
ー
チ
は

15
％
に
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
前
方
ア
プ
ロ
ー
チ
が
53
％
と
過

半
数
を
超
え
る
ま
で
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
年
の
ト

人工股関節全置換術における創意工夫
～モバイルＣアームとの組み合わせでAugmented reality-based
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Ｊ
Ｃ
Ｈ
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レ
ン
ド
は
前
方
系
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
２
０
１
６
年
に
仰
臥
位
前
外
側
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
L-Supine

ア
プ
ロ
ー
チ
）
を
導
入
し
、
現
在
、
90
％
以

上
の
Ｔ
Ｈ
Ａ
にA

L-Supine

ア
プ
ロ
ー
チ
を
適
応
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
主
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
筋
間

ア
プ
ロ
ー
チ
（
最
小
侵
襲
手
術
｟
Ｍ
Ｉ
Ｓ
｠
に
分
類
さ
れ
る

手
術
で
あ
り
、
筋
肉
を
切
ら
な
い
手
術
と
表
現
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
）
に
よ
り
術
後
の
機
能
回
復
が
早
い
、
②
短
外

旋
筋
群
な
ど
の
後
方
軟
部
組
織
を
温
存
で
き
る
た
め
関
節
安

定
性
が
高
く
（
＝
脱
臼
抵
抗
性
が
高
く
）、
術
後
の
動
作
制

限
が
不
要
、
③
仰
臥
位
手
術
で
あ
る
こ
と
（
カ
ッ
プ
の
設
置

が
安
定
す
る
、
Ｃ
ア
ー
ム
を
入
れ
や
す
く
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
設

置
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
画
像
で
確
認
で
き
る
、
脚
長
差
の
確

図2　当院で使用しているTHAインプラントの一例（ジョンソ
ン・エンド・ジョンソン社）

図3　3次元術前計画ソフトウェアZedHip（Lexi社）を使用した当院の3D術前計画

図1　JCHO九州病院の外観

認
が
容
易
、
体
位
を
と
る
時
間
が
節
約
で
き
る
、
麻
酔
科
医

や
手
術
室
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
管
理
し
や
す
い
）、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
側
臥
位
で
行
う
後
側
方
ア
プ
ロ
ー
チ
と
比
較
す
る

と
、
大
腿
骨
側
の
操
作
性
が
や
や
落
ち
る
点
は
、
デ
メ
リ
ッ

ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
、
大
腿
骨
骨
切
り
術
後

の
Ｔ
Ｈ
Ａ
、
高
位
脱
臼
股
に
対
す
る
大

腿
骨
短
縮
骨
切
り
併
用
Ｔ
Ｈ
Ａ
、
人
工

股
関
節
再
置
換
術
な
ど
は
後
側
方
ア

プ
ロ
ー
チ
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、

当
院
で
は
常
に
手
術
手
技
のupdate

に
努
め
な
が
らA

L-Supine

ア
プ
ロ
ー

チ
の
適
応
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｈ
Ａ
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
主
に
カ
ッ
プ
、
ラ
イ
ナ
ー
、

ヘ
ッ
ド
、
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
（
図
２
）、
そ
の

Ｔ
Ｈ
Ａ
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
正
確
に
設
置
す
る
た
め
に

～
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
～

運用領域広まる手術ナビ最新事情
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レ
ン
ド
は
前
方
系
の
ア
プ
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に
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ま
す
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０
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６
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き
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら２
、３
、
画
一
的
な

術
前
計
画
で
は
な
く
、
症
例
毎
に
個
別
の
術
前
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
現
代
の
Ｔ
Ｈ
Ａ
で
は
Ｃ
Ｔ
画
像
を
利

用
し
た
３
次
元
で
の
術
前
計
画
を
行
う
施
設
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
専
用
の
３
Ｄ
術
前
計
画
ソ
フ
ト
を
使
用
す
れ
ば
、
骨

盤
・
大
腿
骨
そ
れ
ぞ
れ
に
定
義
さ
れ
た
３
次
元
座
標
系
を
基

準
に
最
適
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
や
サ
イ
ズ
の
決
定
、
ま
た
設
置

位
置
を
自
在
に
設
定
で
き
、
さ
ら
に
は
術
後
の
可
動
域
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
非
常
に
有
用

で
す２

。

　
近
年
で
は
、
脊
椎
と
骨
盤
の
関
係
や
立
位
、
座
位
で
の
骨

盤
傾
斜
を
考
慮
し
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
設
置
角
度
が
提
唱
さ
れ

て
お
り
、
当
院
で
は
全
て
の
症
例
で
１
㎜
・
１°
単
位
で
の
３

Ｄ
術
前
計
画
を
立
案
し
て
手
術
に
臨
ん
で
い
ま
す
（
図
３
）。

適
切
な
位
置
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
す
る
目
的
は
、
摺
動

面
の
摩
耗
や
脱
臼
、
腸
腰
筋
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
合

併
症
と
関
連
し
、
ま
た
脚
長
差
に
よ
る
歩
行
機
能
低
下
や
患

者
満
足
度
低
下
な
ど
に
も
つ
な
が
り
得
る
こ
と
か
ら
、
良
好

な
術
後
成
績
を
獲
得
す
る
た
め
の
非
常
に
重
要
な
因
子
で
あ

る
か
ら
で
す
。

　
３
Ｄ
術
前
計
画
を
立
て
た
と
し
て
、
そ
の
計
画
を
術
野
で

い
か
に
正
確
に
再
現
で
き
る
か
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
な
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
の
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
設
置
に
お
い
て
は
、
術
者
の
経
験
や
感
覚
に
依
存

す
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
特
に
側
臥
位
手
術
で
は

術
中
の
体
位
の
ず
れ
な
ど
の
影
響
も
加
わ
り
、
あ
る
程
度
の

設
置
の
ば
ら
つ
き
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
支
援
手
術
（Com

puter A
ssisted Surgery

：

Ｃ
Ａ
Ｓ
）
で
す１

。
本
邦
で
は
２
０
０
０
年
代
にCT

-based

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
、
良
好
な
設
置
精
度
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
い
コ
ス
ト
な
ど
の
問
題
に
よ
り
、

導
入
は
大
学
病
院
な
ど
一
部
の
施
設
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
カ
ッ
プ
と
ス
テ
ム
の
設
置
位
置
・
設
置
角
度
が
重
要

で
す
。
従
来
は
単
純
Ｘ
線
画
像
か
ら
２
次
元
で
術
前
計
画
を

立
て
て
い
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
撮
影
の
肢
位
が
一
定
で
は

な
く
、
奥
行
き
も
評
価
で
き
な
い
た
め
、
経
験
の
浅
い
術
者

に
お
け
る
２
Ｄ
術
前
計
画
に
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ
り
ま

す２

。
さ
ら
に
、
Ｔ
Ｈ
Ａ
の
原
因
疾
患
と
し
て
最
多
の
変
形
性

股
関
節
症
で
す
が
、
日
本
人
に
お
い
て
は
寛
骨
臼
形
成
不
全

に
由
来
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す２

。

　
寛
骨
臼
形
成
不
全
の
股
関
節
で
は
骨
形
態
に
男
女
差
や
大

図4　AR Hip Navigationシステム（ジンマー・バイオメット社）

図5　Coronal plane(A)とAxial plane(B)におけるregistrationのvalidation
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当
院
で
は
、
従
来
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
カ
ッ
プ
設
置
に
お
け
る
目

標
値
か
ら
の
絶
対
値
誤
差
は
５°
～
６°
台
で
し
た
が
、
２
０

１
１
年
に
開
始
し
た
側
臥
位
手
術
に
お
け
る
独
自
の
工
夫

〟レ
ー
ザ
ー
ガ
イ
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク
〝
に
よ
っ
て
、
そ
の
誤
差

が
３°
台
に
改
善
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た４

。

　
そ
の
後
、
２
０
１
０
年
代
中
盤
か
ら
比
較
的
安
価
か
つ
簡

便
に
導
入
で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

が
各
社
か
ら
次
々
に
上
市
さ
れ
、
本
邦
で
の
初
回
Ｔ
Ｈ
Ａ
に

お
け
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
使
用
率
は
、２
０
１
２
年
度
の
６
・

３
％
か
ら
２
０
２
２
年
度
に
は
27
・
８
％
に
急
増
し
ま
し
た
。

正
確
な
カ
ッ
プ
設
置
を
求
め
る
術
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、

か
つ
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｃ
Ａ
Ｓ
を
国
内
で
急
速
に
普
及
さ
せ
て
い
る

一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
拡

張
現
実
（A

ugm
ented Reality

：
Ａ
Ｒ
）
技
術
を
応
用

し
たA

R H
ip N

avigation

シ
ス
テ
ム
（
以
下
、A

R H
ip

。

Zim
m

er Biom
et

社
、
図
４
）
を
２
０
２
２
年
に
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｔ
Ｈ
Ａ
に
お
け
る
カ
ッ
プ
設

置
の
指
標
と
な
るRadiographic inclination

（
Ｒ
Ｉ
）

とRadiographic anteversion

（
Ｒ
Ａ
）
と
い
う
２
つ
の

角
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
し
て
術
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
機
種
に
よ
り
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、A

R H
ip

で
は
仰
臥
位
で
両

側
の
上
前
腸
骨
棘
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
を
体
表
か
ら
触
れ
て
レ
ジ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
結
ぶ
軸
（
多

く
は
カ
ッ
プ
設
置
の
基
準
線
と
な
る
涙
痕
間
線
と
平
行
）、

重
力
方
向
の
軸
、
及
び
そ
れ
ら
と
直
行
す
る
軸
か
ら
な
る
座

標
系
（Functional Pelvic Plane

：
Ｆ
Ｐ
Ｐ
座
標
系
）
が

き
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら２

、３
、
画
一
的
な

術
前
計
画
で
は
な
く
、
症
例
毎
に
個
別
の
術
前
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
現
代
の
Ｔ
Ｈ
Ａ
で
は
Ｃ
Ｔ
画
像
を
利

用
し
た
３
次
元
で
の
術
前
計
画
を
行
う
施
設
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
専
用
の
３
Ｄ
術
前
計
画
ソ
フ
ト
を
使
用
す
れ
ば
、
骨

盤
・
大
腿
骨
そ
れ
ぞ
れ
に
定
義
さ
れ
た
３
次
元
座
標
系
を
基

準
に
最
適
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
や
サ
イ
ズ
の
決
定
、
ま
た
設
置

位
置
を
自
在
に
設
定
で
き
、
さ
ら
に
は
術
後
の
可
動
域
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
非
常
に
有
用

で
す２

。

　
近
年
で
は
、
脊
椎
と
骨
盤
の
関
係
や
立
位
、
座
位
で
の
骨

盤
傾
斜
を
考
慮
し
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
設
置
角
度
が
提
唱
さ
れ

て
お
り
、
当
院
で
は
全
て
の
症
例
で
１
㎜
・
１°
単
位
で
の
３

Ｄ
術
前
計
画
を
立
案
し
て
手
術
に
臨
ん
で
い
ま
す
（
図
３
）。

適
切
な
位
置
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
す
る
目
的
は
、
摺
動

面
の
摩
耗
や
脱
臼
、
腸
腰
筋
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
合

併
症
と
関
連
し
、
ま
た
脚
長
差
に
よ
る
歩
行
機
能
低
下
や
患

者
満
足
度
低
下
な
ど
に
も
つ
な
が
り
得
る
こ
と
か
ら
、
良
好

な
術
後
成
績
を
獲
得
す
る
た
め
の
非
常
に
重
要
な
因
子
で
あ

る
か
ら
で
す
。

　
３
Ｄ
術
前
計
画
を
立
て
た
と
し
て
、
そ
の
計
画
を
術
野
で

い
か
に
正
確
に
再
現
で
き
る
か
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
な
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
の
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
設
置
に
お
い
て
は
、
術
者
の
経
験
や
感
覚
に
依
存

す
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
特
に
側
臥
位
手
術
で
は

術
中
の
体
位
の
ず
れ
な
ど
の
影
響
も
加
わ
り
、
あ
る
程
度
の

設
置
の
ば
ら
つ
き
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
支
援
手
術
（Com

puter A
ssisted Surgery

：

Ｃ
Ａ
Ｓ
）
で
す１

。
本
邦
で
は
２
０
０
０
年
代
にCT

-based

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
、
良
好
な
設
置
精
度
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
い
コ
ス
ト
な
ど
の
問
題
に
よ
り
、

導
入
は
大
学
病
院
な
ど
一
部
の
施
設
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

設
定
さ
れ
ま
す
（
図
４
）。
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
完
了

す
れ
ば
、
腸
骨
稜
に
立
て
た
マ
ー
カ
ー
を
カ
ッ
プ
ハ
ン
ド
ル

に
装
着
し
たiPhone

の
カ
メ
ラ
で
認
識
す
る
こ
と
で
術
中

の
骨
盤
の
動
き
も
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
た
め
、
常
に
Ｆ
Ｐ

Ｐ
座
標
系
基
準
の
カ
ッ
プ
の
角
度
（
Ｒ
Ｉ
と
Ｒ
Ａ
）
を
確
認

し
な
が
ら
カ
ッ
プ
を
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
４
）。

　
一
度
の
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
正
確
に
ポ

イ
ン
ト
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
肥
満
症
例
な
ど

で
は
骨
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
触
れ
に
く
く
、
必
ず
し
も
正
確
な

ポ
イ
ン
ト
で
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
不
正
確
な
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
設
置
の
誤
差

に
直
結
す
る
た
め
、
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
最
重
要
ス
テ

ッ
プ
の
１
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

A
R H

ip

導
入
当
初
よ
り
「
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
モ
バ

イ
ル
Ｃ
ア
ー
ム
（
外
科
用
Ｘ
線
撮
影
装
置
）
で
検
証
す
る
」

こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
確
認
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

coronal plane

に
お
け
る
誤
差
、axial plane

に
お
け
る

誤
差
の
有
無
で
す
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
記
し
ま
す
。

①C
oronal plane

の
検
証

　
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
結
ぶ
線
と
、
透

視
下
に
涙
痕
間
線
に
平
行
に
置
い
た
金
属
バ
ー
の
位
置
関
係

を
、iPhone

画
面
上
で
確
認
し
ま
す
（
図
５
Ａ
）。
こ
れ
が

平
行
で
あ
れ
ば
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
ま
す
が
、
平
行
で
な

け
れ
ば
そ
の
誤
差
が
直
接
Ｒ
Ｉ
の
誤
差
に
影
響
す
る
た
め
、

レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
直
し
ま
す
。
注
意
点
と
し
て
、

涙
痕
間
線
に
置
く
バ
ー
は
骨
盤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
画
面

上
の
Ｒ
も
し
く
は
Ｌ
の
角
度
）
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
、
頭
側
・
尾
側
か
ら
振
っ
て
見
て
も
グ
リ
ッ
ド
ラ
イ
ン
と

バ
ー
が
同
様
に
平
行
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

②Axial plane

の
検
証

　
骨
盤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
徒
手
的
に
調
整
し
て
、

iPhone

画
面
上
の
Ｒ
／
Ｌ
の
角
度
を
０
度
（
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
が
正
中
）
と
し
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
を
確
認
し
ま
す

イ
メ
ー
ジ
併
用
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の

手
術
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
カ
ッ
プ
設
置
精
度
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当
院
で
は
、
従
来
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
カ
ッ
プ
設
置
に
お
け
る
目

標
値
か
ら
の
絶
対
値
誤
差
は
５°
～
６°
台
で
し
た
が
、
２
０

１
１
年
に
開
始
し
た
側
臥
位
手
術
に
お
け
る
独
自
の
工
夫

〟レ
ー
ザ
ー
ガ
イ
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク
〝
に
よ
っ
て
、
そ
の
誤
差

が
３°
台
に
改
善
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た４

。

　
そ
の
後
、
２
０
１
０
年
代
中
盤
か
ら
比
較
的
安
価
か
つ
簡

便
に
導
入
で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

が
各
社
か
ら
次
々
に
上
市
さ
れ
、
本
邦
で
の
初
回
Ｔ
Ｈ
Ａ
に

お
け
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
使
用
率
は
、２
０
１
２
年
度
の
６
・

３
％
か
ら
２
０
２
２
年
度
に
は
27
・
８
％
に
急
増
し
ま
し
た
。

正
確
な
カ
ッ
プ
設
置
を
求
め
る
術
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、

か
つ
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｃ
Ａ
Ｓ
を
国
内
で
急
速
に
普
及
さ
せ
て
い
る

一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
も
拡

張
現
実
（A

ugm
ented Reality

：
Ａ
Ｒ
）
技
術
を
応
用

し
たA

R H
ip N

avigation

シ
ス
テ
ム
（
以
下
、A

R H
ip

。

Zim
m

er Biom
et

社
、
図
４
）
を
２
０
２
２
年
に
導
入
し

ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｔ
Ｈ
Ａ
に
お
け
る
カ
ッ
プ
設

置
の
指
標
と
な
るRadiographic inclination

（
Ｒ
Ｉ
）

とRadiographic anteversion
（
Ｒ
Ａ
）
と
い
う
２
つ
の

角
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
表
示
し
て
術
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
機
種
に
よ
り
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、A

R H
ip

で
は
仰
臥
位
で
両

側
の
上
前
腸
骨
棘
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
を
体
表
か
ら
触
れ
て
レ
ジ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
結
ぶ
軸
（
多

く
は
カ
ッ
プ
設
置
の
基
準
線
と
な
る
涙
痕
間
線
と
平
行
）、

重
力
方
向
の
軸
、
及
び
そ
れ
ら
と
直
行
す
る
軸
か
ら
な
る
座

標
系
（Functional Pelvic Plane

：
Ｆ
Ｐ
Ｐ
座
標
系
）
が

き
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら２

、３
、
画
一
的
な

術
前
計
画
で
は
な
く
、
症
例
毎
に
個
別
の
術
前
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
現
代
の
Ｔ
Ｈ
Ａ
で
は
Ｃ
Ｔ
画
像
を
利

用
し
た
３
次
元
で
の
術
前
計
画
を
行
う
施
設
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
専
用
の
３
Ｄ
術
前
計
画
ソ
フ
ト
を
使
用
す
れ
ば
、
骨

盤
・
大
腿
骨
そ
れ
ぞ
れ
に
定
義
さ
れ
た
３
次
元
座
標
系
を
基

準
に
最
適
な
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
や
サ
イ
ズ
の
決
定
、
ま
た
設
置

位
置
を
自
在
に
設
定
で
き
、
さ
ら
に
は
術
後
の
可
動
域
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
非
常
に
有
用

で
す２

。

　
近
年
で
は
、
脊
椎
と
骨
盤
の
関
係
や
立
位
、
座
位
で
の
骨

盤
傾
斜
を
考
慮
し
た
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
設
置
角
度
が
提
唱
さ
れ

て
お
り
、
当
院
で
は
全
て
の
症
例
で
１
㎜
・
１°
単
位
で
の
３

Ｄ
術
前
計
画
を
立
案
し
て
手
術
に
臨
ん
で
い
ま
す
（
図
３
）。

適
切
な
位
置
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
す
る
目
的
は
、
摺
動

面
の
摩
耗
や
脱
臼
、
腸
腰
筋
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
合

併
症
と
関
連
し
、
ま
た
脚
長
差
に
よ
る
歩
行
機
能
低
下
や
患

者
満
足
度
低
下
な
ど
に
も
つ
な
が
り
得
る
こ
と
か
ら
、
良
好

な
術
後
成
績
を
獲
得
す
る
た
め
の
非
常
に
重
要
な
因
子
で
あ

る
か
ら
で
す
。

　
３
Ｄ
術
前
計
画
を
立
て
た
と
し
て
、
そ
の
計
画
を
術
野
で

い
か
に
正
確
に
再
現
で
き
る
か
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
な
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
の
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
の
設
置
に
お
い
て
は
、
術
者
の
経
験
や
感
覚
に
依
存

す
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
特
に
側
臥
位
手
術
で
は

術
中
の
体
位
の
ず
れ
な
ど
の
影
響
も
加
わ
り
、
あ
る
程
度
の

設
置
の
ば
ら
つ
き
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
課

題
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
支
援
手
術
（Com

puter A
ssisted Surgery

：

Ｃ
Ａ
Ｓ
）
で
す１

。
本
邦
で
は
２
０
０
０
年
代
にCT

-based

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が
薬
事
承
認
さ
れ
、
良
好
な
設
置
精
度
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
い
コ
ス
ト
な
ど
の
問
題
に
よ
り
、

導
入
は
大
学
病
院
な
ど
一
部
の
施
設
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

設
定
さ
れ
ま
す
（
図
４
）。
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
完
了

す
れ
ば
、
腸
骨
稜
に
立
て
た
マ
ー
カ
ー
を
カ
ッ
プ
ハ
ン
ド
ル

に
装
着
し
たiPhone

の
カ
メ
ラ
で
認
識
す
る
こ
と
で
術
中

の
骨
盤
の
動
き
も
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
た
め
、
常
に
Ｆ
Ｐ

Ｐ
座
標
系
基
準
の
カ
ッ
プ
の
角
度
（
Ｒ
Ｉ
と
Ｒ
Ａ
）
を
確
認

し
な
が
ら
カ
ッ
プ
を
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
４
）。

　
一
度
の
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
正
確
に
ポ

イ
ン
ト
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
肥
満
症
例
な
ど

で
は
骨
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
触
れ
に
く
く
、
必
ず
し
も
正
確
な

ポ
イ
ン
ト
で
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
不
正
確
な
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
設
置
の
誤
差

に
直
結
す
る
た
め
、
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
最
重
要
ス
テ

ッ
プ
の
１
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

A
R H

ip

導
入
当
初
よ
り
「
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
モ
バ

イ
ル
Ｃ
ア
ー
ム
（
外
科
用
Ｘ
線
撮
影
装
置
）
で
検
証
す
る
」

こ
と
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
確
認
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、

coronal plane

に
お
け
る
誤
差
、axial plane

に
お
け
る

誤
差
の
有
無
で
す
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
記
し
ま
す
。

①C
oronal plane

の
検
証

　
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
結
ぶ
線
と
、
透

視
下
に
涙
痕
間
線
に
平
行
に
置
い
た
金
属
バ
ー
の
位
置
関
係

を
、iPhone

画
面
上
で
確
認
し
ま
す
（
図
５
Ａ
）。
こ
れ
が

平
行
で
あ
れ
ば
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
ま
す
が
、
平
行
で
な

け
れ
ば
そ
の
誤
差
が
直
接
Ｒ
Ｉ
の
誤
差
に
影
響
す
る
た
め
、

レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
直
し
ま
す
。
注
意
点
と
し
て
、

涙
痕
間
線
に
置
く
バ
ー
は
骨
盤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
画
面

上
の
Ｒ
も
し
く
は
Ｌ
の
角
度
）
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
、
頭
側
・
尾
側
か
ら
振
っ
て
見
て
も
グ
リ
ッ
ド
ラ
イ
ン
と

バ
ー
が
同
様
に
平
行
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

②Axial plane

の
検
証

　
骨
盤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
徒
手
的
に
調
整
し
て
、

iPhone

画
面
上
の
Ｒ
／
Ｌ
の
角
度
を
０
度
（
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
が
正
中
）
と
し
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
を
確
認
し
ま
す

イ
メ
ー
ジ
併
用
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の

手
術
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
カ
ッ
プ
設
置
精
度
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（
図
５
Ｂ
）。
恥
骨
結
合
と
仙
骨
・
尾
骨
の
位
置
関
係
、
骨
盤

腔
・
閉
鎖
孔
の
見
え
方
、K

öhlerʼs line

とtear drop

の

左
右
差
な
ど
を
参
考
に
Ｆ
Ｐ
Ｐ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て５

、

手
術
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　A
R H

ip

導
入
当
初
50
例
の
自
験
例
で
は
、
許
容
範
囲
内

の
正
確
性
（
１°
～
２°
以
内
）
が
得
ら
れ
て
い
た
の
は
29
例

（
58
％
）
で
あ
り
、
残
り
の
21
例
（
42
％
）
で
は
複
数
回
レ

ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
要
し
ま
し
た６

。
こ
の
42
％
の
ケ
ー
ス

で
は
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
信
じ
て
カ
ッ
プ
を
設
置
し
た
場

合
、
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
誤
差
が
そ
の
ま
ま
設
置
の
誤

差
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
導
入
初
期
の
ケ
ー
ス
で
はA

R H
ip

の
表
示

値
と
イ
メ
ー
ジ
で
の
カ
ッ
プ
の
見
え
方
に
乖
離
を
認
め
る
例

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も
術
中
カ
ッ
プ
設
置
時
に
Ｃ

ア
ー
ム
を
入
れ
て
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す５

（
図

６
）。
レ
ジ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
手
技
の
安
定
と
と
も
に
そ
の

乖
離
は
次
第
に
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
手
法
に
よ

っ
て
、カ
ッ
プ
設
置
角
の
誤
差
の
絶
対
値
はRI=1.6°
±1.4

°

/RA
=1.8

°
±1.4°
と
い
う
、
２°
を
下
回
る
精
度
が
達
成
で
き

ま
し
た６

。
文
献
的
に
は
仰
臥
位
手
術
に
お
け
る
ポ
ー
タ
ブ
ル

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
ッ
プ
設
置
誤
差
は
２°
～
４°
台
と
さ

れ
て
い
ま
す
の
で７

、
当
院
の
デ
ー
タ
は
比
較
的
良
好
な
精
度

で
す
。
角
度
に
関
し
て
は
、CT

-based

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

に
匹
敵
す
る
精
度
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
カ
ッ
プ
設
置
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ヤ
ー
を
減
ら
す
目
的
で
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
通
常
の
手
技
で
も
一

定
の
成
果
が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
当
院

で
は
入
念
に
検
討
し
た
３
Ｄ
術
前
計
画
を
術
野
で
い
か
に
正

確
に
再
現
で
き
る
か
に
こ
だ
わ
り
、
精
度
を
追
求
し
た
手
術

を
行
う
こ
と
が
安
定
し
た
Ｔ
Ｈ
Ａ
の
長
期
成
績
を
得
る
た
め

の
必
要
条
件
の
１
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。A

R H
ip

で
は
、

モ
バ
イ
ル
Ｃ
ア
ー
ム
とiPhone

の
画
面
を
通
し
て
レ
ジ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
がvalidation

で
き
る
た
め
、
レ
ジ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
に
誤
差
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
修
正
、
も
し
く
は
レ
ジ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
誤
差
を
考
慮
に
入
れ
た
設
置
を
す
る
こ

と
で
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
有
用
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
術
前
計
画
を
再
現
す
る
一
助
と
な
り
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
現

時
点
で
の
当
院
の
手
技
と
そ
の
精
度
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

Ｔ
Ｈ
Ａ
に
お
け
る
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
一
端
と
し

て
、
術
前
計
画
の
骨
切
除
と
カ
ッ
プ
設
置
を
高
度
に
再
現
す

る
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ム
手
術
支
援
シ
ス
テ
ム
や
Ａ
Ｉ
を
搭

載
し
た
次
世
代
のCT

-based

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
は
、

既
に
一
部
の
施
設
で
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
Ｃ
Ｔ
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
で
カ
ッ

プ
の
角
度
だ
け
で
な
く
位
置
情
報
も
得
ら
れ
る
た
め
、
さ
ら

に
正
確
な
手
術
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

現
時
点
で
は
や
や
実
用
性
に
欠
け
る
ス
テ
ム
側
の
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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